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TS

球
L

ビ

い
ふ
地

理
学

及

び
地

質

串

の
智

覇

を

普

及

し
其

の
折

兜

を
促

進
す

る
軍

縮
就

誌

の
敬

刊

は

多

年
企

て

ら

れ

て
属

た

が
'世

界

大
戦

軍

の
慮

め
に
之

を
賓

現
す

る

に
種

々
の
障

啓

が
あ

っ
て
､

漸

-
今
秋

に

至

っ
て
計
蓋

が
熟

し
た
o

飴

る

に
か

ね

て
諒
解

の
あ

っ
た
米

京

の
装

書

店

だ
交

渉

を
開

か

ん

だ
す

る
間

際

に
漁

期

せ
ざ

る
大
農

英

の
-
起

っ
た

の

で
､全

然

曲

の
希

望

を
抽

郷
す

る
か
､又

は
督

京

都

で
之

を

費

行
す

る
か

の
外

t･i
き
場

食

に
立
ち

到

っ
た
｡

嗣

っ
て
考

ふ

る
に
曲

の
大

地

慶

の
異

相

を

科
挙

的

方

南

か

ら

開

明
す

る

こ
E
は
我

等

斯

串

に
従
事

す

る
も

の

ゝ
国

家

に
射

し
他

界

に
封
す

る
義

務

で
あ

る
か

ら
､此

の
際

曲

の
計
墓

を
塞

僻

に

せ
ず

に
､
山
静

の
男

衆

を
鼓

し

て
曹

初

の
目

的

を
蓬

行

せ
ん

だ
し

た
｡

串

に
開

閉
印

刷

鼎

に
地

歩

を
占

め
凍

っ
た
内

外
出

版

株

式
愈

融

で
印

刷

費
責

の
重

荷

を
卦

た

れ

る
の

で
､印

刷
能

力

の
不

足
勝

ち

の
今

日

で
も
粕
雷

な
駿

裁

を

典

へ
た
雄

藩

だ
し

て
明

年

1
月

か
ら
之

を

世

に

問

ふ

こ
k
1
が
出

来

る
確

信

を

得

た
D

職

尊

以
凍

歓

洲

で
は
猫
塊

の
如

き
敗

者

の

み
な

ら
ず
､戦

勝

に
誇

る
俳
団

の
如

き
す

ら

専
門



二

科

串

雅

諒

の
維
持

は
頗

る
困
難

を

感

じ

っ

～
あ

る
悲

況

に
階

つ
た

が
.今

や
我
等

日
本

の
科

軍

界

も

突
然

同

山
の
.厄

難

に
遭

遇

し

た
評

で
､我

等

の
計
憲

を

落

石
す

る

に
も
十
分

煤

塵

な
超

勝

を

取

ら

ね
ば
'寧

漁

に
し

て
挫

折
す

る
窮

境

に
憤

る
免

除

が
あ

る
申

故

に
曲

の
際
先

づ
計
壷

の

内

容

を
大

方
諸

君

に
故

陳

し

て
､斯
串

を
研

究

し
叉

は
之

に
興
暁

を

有

せ
ら

る

～
諸

君

の
カ

を

縛
っ

て
之

を
賓

現

し
得

る
や

菅

や
を
諸

君

に
談

る
外

に
安
泰

な
逸

が
な

い
｡

本

誌
｢地

球
｣の
包

倉
す

る
内

容

は
斯

単

の
贋

札

L･{
る
範

囲

に
捗

る
も

の

で
､抽
象

的

に
之

を
利

発
す

る
よ

-
も
､後

に
掲

げ

た
濃

近
淑

月

間

.'i
載

せ

る
改

定

題

目

を

f
増

せ
ら

る

ゝ
方

が
本

港

の
取

扱

は

ん
5･J
す

る
問

題

の

1
斑

を

見

る
に
簡

単

で
又

た

明
瞭
セ

あ
ら

-

ビ
信

す

る
｡

編

纂

者

の
希

望

ビ
し

て
は

本

誌

の
束

に
若

干
賞

を
割

い
て
静

文

灘

鎌

の
欧

文

梗
概

及

び
鹿

砦
欧

文

論
文

報

常
等

を

掲

げ

て
米

塩

に
於

け

る
斯

単

の
状

況

を

欧

米
諸

国

の
軍

鼎

に
も
報

暮

し
得

る
機
関
ビ
し

た

い
O

其

の
髄

裁

は
目

下

研

究

中

で
あ

る

が
鮮

明

な
地

圏

だ
罵

最

だ
は
歓

-
可

ら
ざ

る
も

の

で
ー許

申

す

限

pct掲
載
す

る

こ
5<J
は
方
針

の

7
E
L

で
居

る
O

是

が
虜

め
に

は

普
迫

の
就

誌

よ

b
lも
良

好

提
携
贋

を

選

揮

し

且

つ
印

刷

の
方

法

に
も

注

意

を
加

へ
ね

ほ

な

ら

ね
が
'此

の
鮎

は
内

外
出



版

株

式
食

証

の
設
備

の
完
全

だ
従
業

者

の
熱

心

亡

で
除

-
我

等

の
漁

期

に

遠

か

ら

氾
だ
け

に

は
出

凍

る
見

込

み

で
あ

る
｡

我
等

の
本

詩
編

基

を

計
塞
す

る
に
替

っ
て
最

も
探

-
戚

す

る
敏

階

は
従

凍

曲

の
種

の
難

詰

の
通

弊

た

る
各

地
方

の
讃

薯

だ

の
聯

格

の
S不

十
分

な

こ
E

で
.是

が
溜

め
に
地

方

に
於

け

る
蛮

要

な
事

項

が
望

ま

し

い

だけ
に

網
羅

さ
れ
ず

し

て
､報

進

が
編

纂

者

の
居

る
中

心

地

だ

け

で
放

ら

れ

る
範

囲

に
局
限

せ
ら

れ

て
､日
本

及

び
来

由
各

値

に
亙

っ
た
鳥

碑

を

失

ひ
易

い
｡

本

誌

は

各

地
方

の
専
門

家

及

び
斯

学

に
興

味

を
有

す

る
読

者
諸

君

の
協

力

に
よ

っ
て
曲

の
敏

階

を

補

は

ね

は

な
ら

ぬ
か
ら
､是

れ
弟

1
に
本

誌
編

纂

者

の
覇

者

諸

君

に

叫
番

手

山
投

足

の
労

を

乞

は

ね

ば
な

ら

ぬ
所

で
あ

る
J

距

の
計
塞

露

行

の
成

否
安
危

は
金

-
下

に
掲

げ

た
如

き
問

題

に
興
暁

を
有

せ
ら

れ

る
唐

者

の
教

が
幾

何

あ

る
か

に

在

る
O

三
千
以

上

の
蘭

者

が
あ

れ

ば
安

心

し

て
敬
刊

し
得

る

が
要

し

不
串

に
し

て

こ
れ

だ
け

の
部

数

の
印

刷

の
見

込

の
立

た

ぬ
場

食

に
は
浜

を

呑

ん

で
馨

刊

を

風

食

は
.せ

ね

ば
な

ら

ぬ
｡

本

港

の
成

立

に
好

意

を

着

せ
ら

れ

る
諸

君

は
封

入

端
啓

で

至
急

御

1

髄

を

煩

し

た

い
O

串

に
多

数

諸

君

の
賛

同

を
縛

る

エ
ビ

が
出

凍

て
'敬

刊

の
見

込

が
立

て
ば
､敬

三



四

刊
期

日

/̂J
慨
格
を

定

め
て
購
講
を
乞

ふ

強

で

あ

る
｡

r地

球
｣
編

纂

代
表

者

小

川

桟

石

橋

五

中

村

新

大

郎 郎 泊

主

要

題

目

○
関

東

大

地

震

]
､
細
末
地
方
り
地
静

二
､
欝
士
火
山
轡
及
び
的
束
山

系
の
地
質
根
治

三
､
関
東
及
び
東
海
道
に
辿
れ
る
地
監

凶
､
明
治
､
大
正
年
間
の
関
東
地
雷

五
､
大
正
十
二
年

関
東
大
地
毘
tJ
其
の
前
賢
及
び
飴
驚

六
､
繋
劫
の
性
質

及
び
鵜
飼

七

､
脂
質

八
､
悪
制
の
地
質
軽
的
及
び
地

況
尊
博
士

小

川

理

数

士

石

川

配

畢

士

中

朝

現
車

博
士

松

山

新

蓋 太 成 琢

理

容

士

本

間

不

沿革郎鶴盟



箆
掛
的
考
終

九
､
賢
艶
敢
番
地

(
1
)
東
京
及
び
妃
郊

(
二
)横
磯
及
び
三
浦
牛
島
(
三
)
湘
南
地
方
(
四
)
房
組
中

島

(
五
)
伊
豆
牛
島

(六
)
駿
甲
地
方

(
.ヒ
)
信
浪
地
方

一
〇
､
緒
論

○
開
兼
震
農
地
踏
査
紀
程

○
開
兼
地
震
健
瀞
記
錬

○
地

震

の

研

究

汝

○
清
朝
以
後
の
支
那
地
震

(疏
支
那
地
質
年
袈
)

○
阿

蘇

火

山

の
地

貌

○
茶
畑
の
地
史
挙
上
の
意
鶴

○
長
門
峡
に
於
け
る
河
道
鼻
連

○
朝
鮮
成
北
火
山
岩
地
方
の
風
最

○
北

樺

太

探

検

記

也

拳

士

弧

静

士

文

革

士

出

挙

士

理

教

士

藤

井

毅

太

郎

上

河

善

雄

小

牧

賓

繁

伊

藤

点

前

上 本

規
準
博
士

文

勢

士

現

数

士

弧

輿

士

紘藤衣中

柑 問 田 山 治 問

新 不 粛 不

太 二 元 題 次 二

郎 男 審 範 郎 男

地 組 現 先

I- il:い r,
こと 士 士 士

梯 伊小 小

五 山 藤川 政

次 月琢 貸

郎 市治 欝



○
筒
満
洲
の
地
理
的
研
究

〇
番
の
.,,b
ヤ
ー

シ
ー
島

○
近

畿

地

贋

難

観

○
世
鼻
交
通
上
よ
り
観
た
る
神
戸
港
の
位
澄

〇
日
春
材
落
及
び
郡
市
の
層
位
地
理
率
的
考
察

(長

哲

雄

錬

文

蜂

士

孤

c.
..19
士

規

準

士

弧

拳

士

文
鎮
博
士

班
!撃
博
士

小 石 中看 中 田

川橋 相川 相 中 六

新 新

珠 玉 太成 太 秀

治 郎 郎章 郎 件

○
グ

ェ
-

グ
ネ

ル
の
地
塊
移
動
鎗
○
○

-
ベ
ル
の
地
殻
構
造
翰
0
舞
子
演
の
鮮
新
統

0
紀
伊
の
洪
薦
統
○
但
馬
の

土
地
移
瑚
○
薦
名
湖
畔
の
象
化
石
○
大
正
十

1
年
島
原
地
震
○
北
米
博
物
館
支
那
探
検
の
成
績

○
北
支
那
地
贋
固

○
朝
鮮
の
管
連
銀
斜
長
石
○
歯
髄
が
ル
ネ
ォ
の
金
剛
石
○
新
ら
し
き
鳥
艦
隊
○
屯

ソ
,h
シ

子

ド
｡
バ

ロ

ー
ル
○
地

震
軍
啓
目
○
風
食
論
客
史
○
朝
鮮
地
軍
書
兜
○
汎
太
平
洋
食
談
(第
二
回
濠
洲
)
の
溌
況
0
上
賀
茂
観
測
所
の
ガ

リ

チ
ソ
地
震
計
○
此
他
新
報
欄
に
地
理
軍
及
び
地
質
静
に
関
す
る
最
新
日
本
東
碇
及
び
他
罪
の
簡
明
正
確
な
る
報
道

を
掲
載
す
べ
-
○
新
著
番
目
解
題
内
外
研
究
愛
報
の
完
備
を
期
し
0
論
文
及
び
東
男
雑
録
欧
文
梗
城
も
弟

]
戟
よ

-
掲
載
せ
ん
5･J
試
み
つ
ゝ
あ
･C10
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地

球

第

1
巻

線

目

録

大
正
十
三
年

1
月
-
六
月

図

版

及
寓

農
版

舘

1
版

閉
塞
地
方
等
震
繰
及
地
産
構
造
線

箱

二

版

隆
起
し
た
る
初
島

(節

山
班
)

(鰐

]

班
)

第

三

版

第

四

版

麓

五

版

籍

六

版

第

七

版

第

八

版

第

九

版

箱

十

坂

.

弟
十

7
版

麓
十
二
倣

蔑

刊
の

飴
北
極
太
北
端
ム
イ
ス
ク
の
石
氷
-
‥
‥
-
-
-
-
‥

ー
柵
<.)

'･,b
ク

ス
ビ

フ

ム

ガ

ル
･L

酉
園
尊
公
僻
別
邸
の
亀
裂
'
谷
峨
随
道
の
崩
壊

(夢

二
髄

)

ハ第
二

批

)

伊
釆
町
海
噺
の
鹿

'
異
鶴
騨
附
近
の
地
LJ
FL,･･･････-
････････････････三
･･
-
･･･････････(第

三

讐

根
府
川
相
の
山
崩
'
秦
野
柑
今
泉
の
地
LL
上

北
偵
資
珠
院
の
倒
琴

三
･･三
･･-
･･-
(第
四
五

讐

遠
州
佐
践
費
掘
の
象
化
石
･･･‥
･.･-
-
･･･-
･-
I

丹
滞
山
塊
地
質
図
-

･･-
‥
･
･

････-
･･

和
換
轡
深
度
担
化
-
････････…
･･･‥
‥

陳
東
地
方
震
音
圃

弟
ニ

(第
四
･髭
班
)

(第
四
｡五
嫌
)

(第

六

磯
)

(第

六

枕
)

(第

六

鶴
)

(第

小
磯
)

地
球

餅

i
各

組
日
次



地

球

第

一
審

組
iJ.uTT'吹

関
東

地

震

研
究

山
､
閉
塞
地
勢
及
地
質
構
造

三

関
東
大
地
震
の
二
三
の
破
壊
的
結
果
に
就
て

ヽ

t

′

1-ノ

本

間

不

三
､

-
伊

藤

囲
.
.I,L
ク
ス
よ
-
フ

ム

ガ

ル

ト
へ
地
震
成
因
故
の
新
粗
面
･･･-
-
-
-
･三
･･
=
4'‥
‥
.I.パリ

求
'
洗
勝
地
農
の
本
性
(上
)

刀

六
'
地
憲
ビ
楯
山

七
.
探
鎗
地
震
の
本
性
(下
)

八
.
丹
鐸
山
塊
の
地
質
構
造
概
観

九
､
和
摸
閏
の
所
謂
階
段
ビ
隆
起
の
意
義
如
何

10
も
和
州
地
方
澄
&
,け
る
九
月

1
日
及

｢
月
十
五
日
の
地
質

に
就
て
-
･

北
樺
太
シ
ュ
ミ
ッ
ト
竿
島
探
検
記

ブ

ヱ
ゲ

ネ

ル

の
地
殻
移
動
説

伊 横 小上小 本 小 罪
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